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The catalytic performance of a bisteophylline palladium catalyst (PdBTC7), which has high 

catalytic activity and excellent recycling performance in the Suzuki-Miyaura coupling reaction, 

were investigated for the Sonogashira coupling reaction. PdBTC7 effectively played as catalyst 

for the Sonogashira coupling reaction at low temperature (40 ºC) under the air. Moreover, it 

was revealed that the reaction proceeds well without copper additive in the presence of 

triethylamine.  Keywords：Theophylline; Palladium; Sonogashira coupling reaction; copper 

free; green catalyst  

  

２分子のテオフィリンをヘプチル鎖により連結した配位子(BTC7)を合成し、パラジ

ウムと錯形成させたパラジウムビステオフィリン触媒(PdBTC7)を合成した(Scheme 1)。

PdBTC7を鈴木−宮浦カップリング反応における触媒として用いたところ、ブロモベン

ゼンとフェニルボロン酸を用いたモデル反応において、PdBTC7が連続 10 回の使用に

耐えうること、さらに、反応系中に塩素イオンを添加すると、触媒は 20 回のリサイ

クルにも適応できることが判明した 1）。その堅牢性から触媒をカラム充填した循環式

反応装置では、驚異的な 50 回リサイクルも可能であった 2）。そこで本研究は PdBTC7

触媒が薗頭カップリング反応用触媒として機能するかを検討するためハロゲン化ア

リルとエチニルベンゼンを基質に条件検討を行った。水/40℃/トリエチルアミンの条

件下、高転化率で反応が進行した。本条件下でエチニルピリジンも容易に反応した。

本触媒を用いることで、通常必要とされる銅助触媒が存在しなくても反応が効率的に

進行した。すなわち、PdBTC7 は完全に銅フリーパラジウム触媒として機能すること

が明らかとなった。 
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